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住まいるダイヤル委託業務でみえてきた問題点
　2021、2022年度とJSHIにおいて、住まいるダイヤ
ル（公益財団法人 住宅リフォーム・紛争処理支援セン
ター)様からの委託業務として、JSHIに蓄積された「診
断上手」「診断上手NEXT」報告書データの分析を行っ
ています。残念ながら今までJSHI事務局でさえ、その
全体像は不明でしたが、データの全てをDLし、分析し
た結果、10年近くで保管されたデータは、物件総数
1,800余、画像は数十万枚に及ぶことが判明しました。

　定められたフォーマットに従い、全国各地の不具合
事象とその画像が、一定ルールにおいて保管されてい
るのですが、その運用がデータ保管したインスペク
ターによって異なっている事、不具合の表現に揺らぎ
がある事、更に、使用しているユーザー(インスペク
ター)が偏っている事などにより、いわゆる統計デー
タとして利活用するには、今後更に手間をかけて分析
が必要であることが判明しました。不具合事象の画像
データ保管総数は、おそらく日本で有数のデータベー
スとなっているはずなのですが、不具合事象との紐
づけが混乱しており、結局は大きな段ボールの箱に、
不具合写真・健全な写真・無意味な写真が数十万枚、

無造作に放り込んであるのと大差ない状態で、今後、
それを仕訳・分類、ディープラーニングさせAI活用す
るにしても、相当の手間がかかる事が判明しています。

　とはいえ、同時に行った大規模なインスペクターア
ンケートも併せて、2年に渡る本業務によりインスペク
ターや不具合事象の全体概要が見えてきました。その
結果については、委託業務の契約上、現在のところ、
全てを詳らかには出来ませんが、データの活用、公表
に向けて住まいるダイヤル様と交渉中である事をご
報告します。

　もうひと手間で有益な研究データになり得る事は
明白で、その為には今後も継続的にサーバー運用、メ
ンテナンス、専門的な統計分析を行う必要がある事。
また、現在も会員の皆さんからお叱りを頂戴している
ユーザビリティ―の向上、AI活用したコメント精度の
向上などに向けての費用負担が相当過大である事も
事実です。「診断上手」「診断上手NEXT」の存在意義
も含めて論議が必要なところです。

　先般の宅建業法改正から5年が経過し、瑕疵保険制度の運用
も一定の落ち着きをみせていますが、同時に様々に見直しの動
きも出始めています。加えて昨今のAIを筆頭とするIT技術の進
化によりインスペクションの置かれている環境はかしましいよう
で、今回は、トピックスとして、インスペクションの今、そして、既
に判っている未来をご紹介します。

一般社団法人日本ホームインスペクターズ協会

理事　　栃木 渡
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論点③ 【類似する調査・検査】 の方向性（案）

45

⇒ 各種検査について、趣旨・目的等の違いを踏まえた内容・項目となっている一方、分かりづらいといった
指摘について、どのような対応が考えられるか

見直しの方向性（案）

○建物状況調査と瑕疵保険の検査など、類似する調査・検査を１回で効率的に実施できる検査事業者
に宅建業者・消費者がアクセスしやすくなるよう、「既存住宅状況調査技術者検索サイト」を改善して、
検査の実施フロー等を分かりやすく示してはどうか。

○「建物状況調査」「既存住宅状況調査」「インスペクション」等、複数名称が存在していることによる分かり
づらさを改善し、消費者への浸透を図るため、統一的な名称・呼称の使用を検討してはどうか。

例）宅建業法の建物状況調査…「法定インスペクション」、「法定住宅診断」 等
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インスペクションの呼称変更か！？
　国交省においては、既存住宅状況調査制度・瑕疵保
険制度を制度設計、運用しているところですが、現在
その全体設計の見直しを進めているようです。

　詳細は上記資料をお読みいただくとして、特筆すべ
きは、今まで混乱、誤解の元凶となっていた「インスペ
クション」の呼称、正確には既存住宅状況調査をイン
スペクションとして混用していた点を「法定インスペク
ション」などとし、変更して頂けるという動きです。

　これについて、協会としては全く異論のないところ。
そもそも協会の標榜する「インスペクション」の概念
と、法制度としてのインスペクション(と、呼ばれてい
た既存住宅状況調査や瑕疵保険加入前検査)は異
なっているものであり、変更大歓迎というスタンスで
捉えています。「ホームインスぺクション」という概念
を日本で根付かせたいという使命感から、あえて

「ホームインスペクション」を商標登録などせずに、皆
さんに広く使って頂いた訳で、その点で協会の目論見
は成功しましたが、国がこれもまた、広く一般に普及
させるために、今まであえて「協会の言うインスペク
ション」と「制度としてのインスペクション」を混用して
いた感は否めません。
　一般消費者や事業者までも誤解し、インスペクショ
ンが「使えない仕組み」「使えない資格」とまで言われ
ていたのは、このあたりに原因があると考えています。

　就職時提出の健康診断や学校一斉検診(制度とし
てのインスペクション)と、病気の不安を持つ人が自
発意志で行う健康診断( JSHI　ホームインスペク
ション)が、意義も精度も診断項目も異なるのは当た
り前で、この辺りの認識が明確になってくるのを祈る
のみです。

　その他、様々に宅建業法改正を伴う変更が、遠くな
い将来に行われるようですから、インスペクターの皆
さんは、それぞれのご事情に合わせて準備を始めては
如何でしょうか？まずは、前記の「改正宅地建物取引
業法の施行状況及び今後の見直しの方向性につい
て」を一読ください。

［資料1］　国土交通省　前掲資料より

［資料2］　国土交通省　資料より

【資料】
 「改正宅地建物取引業法の施行状況及び
今後の見直しの方向性について」
国土交通省不動産・建設経済局不動産業課
令和5年3月
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001597596.pdf

全ての不動産にIDを付与
　これは、単に不動産にとどまらず、流通・運輸・金融
など、業種横断的な大きな流れになる可能性がありま
す。また、これから派生するイノベーションはどこまで
の広がりを持つか計り知れません。いわゆる不動産
DX（デジタルトランスフォーメーション）と呼ばれる
技術、「建物単体としてのBIM（ビム）Building 
Information Modeling」「PLATEAU(プラトゥ) 国
土交通省が主導する日本全国の3D都市モデルの整
備・活用・オープンデータ化プロジェクト※」そしてそれ
らのビッグデータを一気通貫的に統合し、検索、同定
可能な「不動産IDの付与」をも一気に行おうとするも
のです。

　イメージとしては、リアル日本の都市・インフラ・建
物とは別に、バーチャル世界として瓜二つのデジタル

日本の都市・インフラ・建物を創出しようというもの。
確かに、現在一部の都市では都市災害のシミュレー
ションなどに都市のデジタルデータが活用されていま
すし、近い将来、ドローンによる都市交通のルート決
定、制御には都市の３Dモデルが必要になります。そ
れを利用した運輸・流通の効率化に大きく寄与するの
も間違いありません。また、都市災害を事前に察知し
抑制するにも必要になるでしょう。

都市の3Dモデリング
※参考　PLATEAU公式サイト
　https://www.mlit.go.jp/plateau/

巻頭特集 最新事情とJSHIの方向性ホームインスペクションを取り巻く
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［資料3］　国土交通省　資料より

最新事情とJSHIの方向性ホームインスペクションを取り巻く

協会活動の変革期
　前述の通り、協会やインスペクション業務の存在意
義や価値創造の根幹を揺るがすような、内部・外部環
境の大きうねりが起きつつあります。
　協会設立から15年、今後の5年間で、このうねりに

乗り遅れることなく、来るべき協会設立20周年に向け
て動き出したいと考えていますが、会員の皆様も、ア
ンテナを高く掲げつつ、日々の業務に精進していただ
きたいと思います。

　問題は、ここにインスペクションがどのように関
わってくるかですが、まずは「不動産ID」を調査報告書
にどのように、どのタイミングで付与していくか？どの
ようなシステムに乗せていくかを、それほど時間をか
けずに考えなければなりません。できれば、先進的な
事例となるユースケースを具体化したいところです。

近い将来、もしやすると、既存の建物の不具合事象や
修補の現場記録だけでなく、3Dデータ化・BIM化も
我々の業務の一環として必要になるかもしれません。
　協会では、この「不動産ID官民連携協議会」にメン
バーとして参画しておりますので、今後、順次、情報が
入り次第、会員の皆さんに展開します。
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　「女子部会」改め、「WiSP部会」の松本です。
WiSPとは？

「賢い（女性）インスペクター・前向きに積極的かつ
上品で優雅に」という意味を込めて、部会の呼称を
メンバーで意見を出し合い検討しました。

　さて、先日、私はJSHI主催の「鎌倉の実地研修」に
参加してきました。私は、まだインスペクターの若葉
マークなので、このような機会があると知り、すぐに申
し込みました。

　今回の研修の場は、鎌倉にある中古の戸建。築年数
が経っていて、図面等の情報がない状況の設定です。
参加した研修は大変実務的で、「神奈川にある実家の
インスペクションをお願いしたのですが、どうすれば
宜しいですか？」と、インスペクションに関するメール
の問い合わせからスタート。まさかのスタートだった
ので頭をフル回転で対応していきました。

　午前の部は講師による実際のインスペクション実
務を見学。昼食休憩を挟み、午後の部で実際にインス
ペクションを体験しました。

　実務講習を受けて、実際にインスペクションを経験
したのですが、百聞は一見に如かず。道具を使用して
の調査はなかなか大変でした。不具合の状況を記録
しながら一連の流れが、手際が悪く時間もかかり、報
告書を作成するのも必死でした・・・。

　講師の清水様より、事前に調査を効率的に行うヒ
ントを教えていただきました。「建物に何が起きている
可能性があるのか、形状を頼りに仮説を立ててみる」
というアドバイスを受けたのですが、その言葉は、研
修を進めるにつれ、どういうことなのかを実感でき、理
解も大変深まりました。中でも私が一番楽しかったの
は床下の診断です。人生で初めて床下に潜入した事
です。床下は、普段の生活ではほとんど目にする機会
はありませんが、建物にとって悪い影響を与える欠陥
や劣化、不具合などが潜んでいる可能性が高い場所
となります。建物のコンディションを確認するうえで、
必ずチェックしておきたい場所のひとつだと改めて感
じました。

　今回、実務的なことをはじめ、ホームインスペクター
としての大事なマインドも学ばせていただきました。
私のように実務に不安のある方は是非、参加されるこ
とをお勧めします！

　最後に、自分に向けても残しておきたい“研修で学
んだ言葉”で終わりにしたいと思います。
「私たちは、JSHI公認のホームインスペクターである
ということ。お客様はインスペクターを頼りに依頼を
しています。」
　こんな素敵な言葉をたくさん聞くことができ、魅力
的な方々が在籍している協会に入会して本当に良
かったです。これからはもっと自信を持って診断をし
ていきます。

JSHI WiSP部会 リレーコラム

NEXT ▶▶▶ No.5

野々田 桂さん

WiSP部の部屋WiSP部の部屋

【 広告ページ 】

安全 効率

短期～長期のインスペクションに！！

住宅診断等点検機材

マルチ点検カメラ用リモート運台

■本社　　　　〒574-0045　大阪府大東市太子田3丁目4番31号
　　　　　　　TEL:072-875-7331　FAX:072-875-7333

■東京営業所　〒141-0031　東京都品川区西五反田8-7-11アクシス五反田ビル801
　　　　　　　TEL:03-5496-1491　FAX:03-5496-4877

■九州営業所　〒８１６－０９２１　福岡県大野城市仲畑2丁目14番17号
　　　　　　　TEL:092-502-2232　FAX:092-584-2022http://www.ing-n.com/

【製品に関するお問い合わせ】
住宅安全機器開発

2階建て戸建、集合住宅などの各所（屋根、雨樋、板金、外壁、目地、軒天等）の点検に対応が可能です。

※豊富なオプションもご用意しております。ご使用の際は、別途Ｗｉ‐ｆｉ機能付きのデジタルカメラ及び操作端末（ｉＰａｄまたはスマートフォン）が必要となります。

カメラも含めて専用のケースに
まとめて収納♪持運びに便利です

・ 誰でも簡単に設置・操作・鮮明な画質で記録出来ます。　・ 非常に軽量で持ち運びにとても便利です。
・ 無線チルト運台は、マルチ点検カメラ用のオプションとなります。（単体での販売はできません）

Canon Camera Connect

Wi-Fi転送・
リモコン用アプリ

新発売

屋根 雨樋 板金

運台用リモコン（テスト電池付き）

付属
収納ケース

無線で
スッキリ！

2段階
スピード調整

軽くて
コンパクト

付属
リモコンホルダー

操作棒 ＋ 無線チルト運台

運台本体
（充電用ケーブル付き）

点検作業を
より円滑に！！

無線運台のリモコンをポールに
装着して操作が可能！！

（女子部の部屋 改題）

No.4

WiSP部会
松本 夢

・賢く （Wise=ワイズ）
・インスペクター （inspector＝インスペクター）
・洗練された上品で優雅な
  （Sophisticated=ソフィスティケイティッド）
・前向き、積極的に （Positive=ポジティブ）



　第５回「ブランディングの基礎」で述べたように、ブ
ランドの本質は「差別化するためのシンボル」です。こ
のため、ブランディングとは事業名やロゴをはじめと
するデザインを作ることだと思い込んでしまうケース
が少なくありません。もちろん、それは大切な作業な
のですが、デザインを先行させたり、そこばかりに拘
泥してしまうことは避けたいものです。

　よくある事例では、企業のロゴを経営者が好む色
や構図で作り込んでしまい、その企業のサービスを
イメージさせるロゴに見えなくなってしまう、社名を
見ても何の会社かわからない、などが挙げられます。

　まず自社の事業領域と業界の流れを整理して、そ
の中で自社はどのような立場を取るのかを明確にし
てから、それにあったデザインを作っていくことが大
切です。もちろん時代性も必要ですが、単純に今流
行っているデザインだから…といった作り方に惑わ
されないようにしましょう。

第7回ホームインスペクターのブランディング2
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　みなさんこんにちは。御社のブランド構築、もう始めましたか？
第5回、第6回とブランディングの基礎、ブランドの組み立て方について考えてき
ました。
　今回は、ブランドを構築する具体的な手順について考えてみましょう。

マーケティング
アドバイザー
三原　広聡

ブランディングは形から入ってはいけません…その理由とは

ブランドは戦略的に作りましょう

　ブランドは作って終わりではありません。ブランドの
価値は、誰もが外見で判断できる部分にあるのではな
く、実際に体験した人や、体験したいと思っている人の
心の中で育てられるものです。ブランディングとは長期
間にわたって育てていくことにこそ本質があるのです。
このため、お客様に自社のブランドを提示するプロ
モーションと、お仕事が終わった後、お客様の中でブ
ランドイメージが棄損していないか、良い方向に変わっ
ているかを常に確認することが必要です。

　このように、ブランディングとは戦略的にブランドを構
築して、その効果を検証しながら進めていく一種の
PDCAサイクルなのです。これらの事から、インスペク
ターによるブランド構築の手順は以下のようになります。

　サービス業の価値は、お客様の心の中に積み立て
られます。そのサービスを使ったことのあるお客様の
心に芽生える「良いイメージ」を増大しながら（つまり
は満足していただく）、まだ使ったことのないお客様
にもその価値を伝える事がブランドの役割となりま
す。では、ブランド構築の手順を考えてみましょう。

まずは、自社（または自社のサービス）はどのようなも
のかを整理することから始めます。「自分でやっている
のでそれは分かっている」と言いたくなりますが、ここ
は人に説明できるまで研ぎ澄ませましょう。当講座の
第一回（Vol.22掲載）、「ホームインスペクターのSTP
を構築しよう」を参考にしてみてください。まず、自社
の基本的な理念や提供する価値、事業領域を確認し、
お客様はどういう人たちなのかを明確にしましょう。
つまり、ブランディングをするときは全体をしっかり
把握しながら戦略的に行うことが大切なのです。

　このようにして自社の立ち位置が決まったら、次に
同業他社のブランディングについて調べてみてくだ
さい。参考になる部分は取り入れても良いですし、逆
に自社ならではの部分を追加するのも良いでしょう。
会報26号掲載のブランドの効用…差別化と同質化
も参考にしてみてください。

次にいよいよ自社ブランドのイメージを「見える化」
する作業に入ります。ブランド名称やブランドロゴの
デザインを行いますが、できれば広告代理店やデザ
イン事務所などの協力を得るのが良いでしょう。その
場合大切なのは、これまで考えて来た自社の価値や
ターゲットについてクリエイターと共有し、彼らに理
解させることです。また、ロゴの使い方についての
ルールを策定してもらう事も忘れないでください。

　さて、ホームインスペクション業界にも優れたブラン
ディングをされている会社が多々あります。会員同士
の交流の場などで他社の考え方やお客様への影響に
ついて聞いてみるのも良いでしょう。会報のバックナン
バーにも良い例が載っていますよ。今号の巻頭特集で
インスペクションの呼称について国が整理に乗り出す
という情報がありました。ホームインスペクションの在
り方が国レベルで位置付けられることで、皆様のブラ
ンディングにも良い風が吹いてくるのではないでしょ
うか？

　最後に、先ほどブランドはお客様の心の中で育てら
れると書きました。「ブランドは（お客様にとっての）良
いイメージの集合体である」ことは忘れないでくださ
い。お客様はご自身の利益になること以外の情報は受
け取りたくありません。他社の誹謗中傷、批判や、一方
的な価値観の押しつけは結果として自社のブランドを
棄損することに繋がります。自社の魅力（USP：会報
Vol.23参照）を打ち出してお客様に共感していただく
こと、そしてその共感を長く続けていただくことがブラ
ンディングの王道なのです。

ブランドはPDCAで育てましょう

ホームインスペクターのための

マーケティング講座

連載

ブランド理念の構築と提供価値の明確化
…会報Vol.22参照1

ターゲット層の明確化
…会報Vol.22参照2

ビジュアルイメージの制作
（ロゴ・ブランド名など）4

フィードバック
（ブランドの浸透度や顧客イメージのリサーチ）6

同業他社のリサーチ3

プロモーション（お披露目と浸透）5

1
に
戻
る

インスペクターによるブランド構築の手順

A
B
C

広
告
マ
ン

まずは、ロゴですが
お客様が返ってくるという
意味でブーメランを
意識しました！

形から入らない！



編集部　　加藤さんは道具へのこだわりがすごいとお聞き
しているのですが、今回はどのようなものをご紹介いただけ
ますか？

加藤氏　　今回、特にこれにこだわってという機材よりは、
もっとベーシックな道具に着目してみました。紆余曲折を
経てこれに至ったというモノがあるんですよ。

編集部　　それは何ですか

加藤氏　　この子です。指差し棒ですね。

編集部一同驚きの目に

加藤氏　　以前は劣化事象を認められる部分を撮影して、
後から画像加工で矢印を追加したりしていたんですよ。ご承
知のように僕たちは何百枚も写真を撮って、何十枚も報告書
に掲載するわけです。そうなると画像加工の時間も馬鹿にな
りません。そこで、撮影時に矢印に変わるものを映しこんでし
まおうと考えたのです。

編集部　　なるほど！目からウロコですね！

加藤氏　　ですから、僕にとってはあくまでも省力化のツー
ルなんです。

編集部　　この指差し棒ってどこで手に入れるのですか？
指が付いていますし。

加藤氏　　普通にホームセンターやアマゾンなどでも見か
けますよ。売り場でこの指付きを初めて見た時に一目ぼれし
ました。DOGYUという打診棒やバールなどを出している
メーカーさんの商品です。

ツールマニアックス

TOOL MANIAX
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　インスペクターの道具にまつわる偏愛と発見！何気なく使っている道具に対するこだわりを
たっぷりと語っていただくツールマニアックス。第2回は道具を語らせるならこの人！と様々な方
からお聞きしている中部エリア部会、加藤大輔部会長からお話をお聞きしました。

　リフォームやリノベーションの設計・施工、現場調査を20年にわたって行ってきた加藤さん。
ホームインスペクターとしても第2回試験合格組の古参です。ものすごくこだわった高価な機器
などが飛び出してくると思ったのですが…

聞き手　ホームインスペクターズジャパン編集部　三原広聡

連載

インスペクターの道具について語ろう！
第 回2

ベーシックなものが面白い

加藤氏　　で、実は使い方にちょっとしたコツがあるんです。
近くのものはそのまま指して撮れば良いのですが、劣化箇所
が高いところにあるとしますよね、そういう時に遠くを指して
撮影しても写真にすると指
の部分が小さすぎて結構わ
かりにくいのです。そこで、指
の部分を手前に持ってきて
劣化箇所を指すなど、撮り
方も工夫しています。

編集部　　遠近法を巧み
に使うんですね。これはス
ゴイ！

加藤氏　　実地研修などでは、受講者の皆さんにお勧めし
ているテクニックです。

編集部　　そういえば、先ほどこの棒の事を「この子」って
言っていましたよね。

加藤氏　　僕らは単独で仕事することが多いので、まさに
道具は相棒なんですよ。仕事中に故障しても困るので、メン
テナンスには気を使います。この子は3本目なんですが、伸縮
を繰り返すので伸び縮みさせる部分が結構ダメになるんです
よ。多分そんなに頻繁に使うように作られていないのかな。
あと、お客様に現場で説明するときにも重宝していますよ。

道具は使い方で差が出ます

加藤氏　　先ほど、機材のトラブルの話がありましたが、例
えばハンドライトですね。調査中に電池が切れるとイヤです
よね？僕も最初の頃は便利だと思って充電式のライトを
使っていました。
　ところが、充電式は使っている途中に容量が低下するとど
うしようもないわけです。充電不良の場合もありますし。そこ
で、乾電池式を使うようになりました。カメラなどの製品もそ
うですね。できる限り乾電池が使えるものにしていきました。

編集部　　乾電池だと切れてもその辺で買えますものね。

加藤氏　　はい、もちろん予備も携帯しますし。ところが最
近はリチウム電池の性能が上がってきたわけです。大容量
で電池の「持ち」が良く、能力も高くなってきました。そこで
最近は、また充電式のリチウム電池を使う道具に切り替え
ているところなんです。リチウム電池だと1回の充電で丸1日
持ちますし、かなり明るいですから。

編集部　　確かニッカド（ニッケルカドミウム）電池の時っ
て、300回くらいしか再充電できませんでしたよね。

加藤氏　　はい。その辺も改良されていますし、昔は容量が
半端に残っているときの追充電も良くないという話があり
ましたよね。リチウムならその心配もありません。あと、価格
も安くなってきました。あと、充電池と乾電池のどちらでも
使える機器もあります。ただ、充電器の種類が増えてしまい、
最近は机の周りのコンセントが足りなくなってきまして…
先日コンセントを増設しました。

編集部　　充電池→乾電池→充電池と先祖返りしたんで
すね。このハンドライト自体もこだわりがありそうに見受け
られるのですが…これはLEDですよね？

加藤氏　　今は
ほとんどLEDです
ね。まず電球に比
べて明るいです。
光の広がり具合な
どでLEDならでは
の性質はありま
す。光の直進性が
高いんですね。あ
と、応用性が高い
程精度は低くなり
ますので、そこは
悩みどころ。使うシチュエーションで仕様を決めることが大
切です。インスペクション業務では200～300ルーメン程度
のものが良いですね。
これはどの位かな…370ルーメンですね。これももう5～6
本目です。

編集部　　あ、手に取ると結構小さいんですね。

加藤氏　　筐体は固いので、落とさないように腰袋に止め
ていますが、モノによっては樹脂で覆われているものもあり
ます。小屋裏など狭いところに入るので道具はコンパクトな
方が良いですよ。

道具のトラブルは命取り

加藤氏　　協会としては屋根に乗らないと
いう方針ですが、依頼者としては屋根の状
態を知りたいと思うので、僕は基本料金に
入れています。その時に使うのがこの高所
撮影用のロッドですね。

編集部　　なるほど、会報にも広告が載って
いるING様の「たかみ君」みたいな道具ですね。
これは先端にカメラが付いているのですか？

加藤氏　　そうです。ワイヤレスカメラが付
いています。手元で屋根の状態をモニター
しながら、ワイヤレスでシャッターを切りま
す。ポールは7ｍの伸縮式で、カーボン製で
す。この高さで標準的な2階建て家屋はカ
バーできます。

編集部　　あ、腰のところは応援団の旗み
たいな仕組みですね。これ、結構つらくない
ですか？

加藤氏　　結構大変ですよ。揺れますし。屋
根に直接乗るのは危険を伴いますので、転落防止対策など
も考えなくてはなりません。こちらの地域では瓦なので滑る
し、高所作業はリスクが高いです。

編集部　　これって、加藤さんの魔改造なんですか？

加藤氏　　B i Rodというちゃんとした製品です。アマゾン
などで探せばありますよ。ただ、このワイヤレスカメラがカシ
オ製なんですが、廃版機種でもう手に入らないんですよ。

これは2代目機種で、スペアとして初版の機種も持っていま
す。とはいえ、今ではGo-Proなども使えますから大丈夫。ス
ペアと言えば、僕は基本的に、道具は全てスペアを持って歩
くようにしています。調査が滞るとお客様にもストレスが掛
かりますから。

編集部　　さすが、プロフェッショナルですね。このロッド、
欲しい人多いと思いますよ。都市にいるとドローンはまだま
だ使いづらいと思いますし。

加藤氏　　確かに大きな規模の調査ではドローンが普及し
てきましたが、ホームインスペクションで行う調査ではまだ
まだこちらの方が現実的だと思いますね。気候状況で飛ば
せないというリスクもありますから。

編集部　　とても面白いお話をお聞かせいただきました。
加藤さんの話ってとても哲学的ですよね。道具哲学。インス
ペクション初心者の皆さんに何かアドバイスはありますか・

加藤氏　　とりあえずまずやってみる事ですね。ハンドライ
ト一本でも良いので。あとは必要に応じて揃えていけば良い
です。僕もホームセンターとか好きですから、工夫そのもの
が楽しい部分もあります。あと、作業着も変わってきました
よね。これからのサービスでもありますから、専門家として
受け入れていただけるような装いも大切です。清潔感とか大
切ですし、パッと見てインスペクターと思ってもらえるスタ
イルが目標ですね。若い人にも目指していただけるように、
見てカッコよいことも大切だと思います。

編集部　　カッコよいは正義！ということで、加藤さん、
ありがとうございました。

ちょっと特殊な道具も見せてもらいました

中部エリア部会長
加藤大輔 氏



12 13
【 広告ページ 】【 広告ページ 】

Vol.2



14 15
【 広告ページ 】

NPO法人 日本ホームインスペクターズ協会

前日にはエリア部会長会議も開催。 熱い議論が繰り広げられました。

２０２３年度（第１５期）
　通常社員総会が開催されました
　去る6月23日に仙台市、仙台メディアテークに
て日本ホームインスペクターズ協会2023年度
（第15期）通常社員総会が開催されました。議長
に協会顧問の妹尾和江氏を選任し、会場参加32
名、Zoom参加16名、議長に一括委任委任769
名（欠席で議決権を行使した会員97名）で総会
は成立、会員各位にお送りしました2議案と
2023年度の事業計画案及び予算案が全て承認
されました。

　当日承認された2023年度事業計画のポイン
トをいくつかご紹介します。まずは、これまでエリ
ア部会が無かった関東エリア部会の再立ち上げ
があります。これに先立ち、アフリスペック一級建
築士事務所（千葉市）の清水隆行さんが新たな
関東エリア部会長として任命されました。

　また、女性部会改め“WiSP”の立ち上げと、
“WiSP”を中心としたSNS発信の充実が計画に
盛り込まれました。女性チームによる発信は高い

反応率が確認されており、今後の発信が期待され
ます。研修、教育制度の拡充に関しては、エリア単
位で実地研修を行うための新たな仕組み
「Inspecter bootcamp」の試行を始めます。こ
のほか、検索システムをはじめとするWeb環境
の改善や、この10余年で蓄積された膨大な画像
データの利活用検討などが承認されました。詳
しい項目はお手元の議案書をご確認ください。

　総会の後には、長嶋修理事長による基調講演、
住まいのリスク研究所所長　西山祐幸氏（元日
本住宅保証検査機構専務取締役）による講演が
行われました。理事長からは現在の資産バブル
下における不動産市況について、西山氏からは
住宅紛争の状況についてかなり突っ込んだリア
ルな報告をいただきました。参加された会員の
皆様には大きな気づきと刺激になったことと思
います。

　総会前日の22日には、仙台市内で全国のエリ
ア部会長によるエリア部会長会議が開催されま
した。
　今後3年間の中期的テーマを”This is the 
Home inspection”と定め、JSHIの現状につい
て問題認識を共有しました。さらに、会員の皆様

から寄せられたアンケートの結果なども共有しな
がら、「診断上手」についての意見交換、さらには
新たなエリア研修「Inspecter bootcamp」の新
設と、その仕組みについての意見交換がなされま
した。

速 報
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info@ters.or.jp mail
 044-201-7411 )
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3,000

〒210-0852 川崎市川崎区鋼管通４丁目５番３号
Phone：044-201-7411  Fax：044-330-0332
E-mail：info@ters.or.jp http://www.ters.or.jp

□■お問合先■□

担当：青木、中嶋

赤外線サーモグラフィの活用

赤外線建物診断への活用事例・活用法

■赤外線サーモグラフィを活用してこんなことができます。
断熱状態診断・気密性状態の可視化

上記左の画像は、断熱不良個所の赤外線画像です。冬等で室内より外気が冷た
い場合には、断熱不良個所が低温に、夏等で外気が室内より温かい場合は、不
良個所が高温になります。
上記右は、断熱材が適切に施工されている状態を赤外線画像で示しています。

洋室断熱不良個所：外気の冷気で低温（冬）

天井断熱材不均衡な施工箇所

断熱不良個所 断熱健全個所

洋室断熱健全箇所

■赤外線サーモグラフィで建物診断を行うためには正しい知識が必要です。

本格的な赤外線建物診断の基本
知識、実務知識を学びたい方は、

赤外線建物診断の現場実務ノウ
ハウを深く学びたい方は、

赤外線建物診断技能師研修受講

診断技術ステップアップ研修受講
※赤外線建物診断技能師資格者対象

簡易診断、建物状況調査（インス
ペクション）、営業提案等の赤外線
建物診断の簡易基礎技術レベル

を学びたい方は、

赤外線診断アドバイザー
ｅラーニング講座受講

■赤外線建物診断を習得したい方向けの技術レベル別 研修種別

http://www.ters.or.jp/e14.html



　今年の総会も無事開催でき、一安心しております。出欠のご連絡や総会開催の運営手伝いなど、
皆様のご協力あって無事開催することができました。
　今年も貴重なご意見をいただくことができましたので、以降の事務局運営に反映できるように努
めていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

5枚セット
税込1,650円
https://infojshi.base.shop/items/68994205

3枚セット
税込1,100円
https://infojshi.base.shop/items/68885161

事務局より

ＪＳＨＩクラックスケール 販売中

　より一層会員の皆様のお役に立つ誌面にしていくために、アンケートにご回答
下さい。誌面作りの参考とさせていただきます。

右 二次元バーコードにてスマホで簡単に回答できます。 

事務局だより

　今回は通常社員総会と重なったため、全国でご活躍するインスペクターの皆さんとの直
接交流もあり、会報誌の取材／編集も楽しく進みました。巻頭特集でお伝えしましたように、
インスペクションを取り巻く様々な仕組みや状況が日々変化しております。これからも皆様
の活動に有益な情報を提供できるよう頑張っていきたいと思います。

編  集  後  記

読者アンケートにご協力下さい。

日本ホームインスペクターズ協会会報誌

2023年7月号
HOME INSPECTORS JAPAN VOL.28

  発行　特定非営利活動法人 日本ホームインスペクターズ協会
〒060-0001  札幌市中央区北1条西15丁目1-3 大通ハイム1111号室
Tel. 011（688）7913　Fax. 011（688）7914
公式ウェブサイト http://jshi.org/
ご注意
本誌は非売品です。 また本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
無断複写・複製（コピー等）は著作権法上の例外を除いて禁じられています。

二次元バーコードを読み取ることで協会の販売サイトに移動できます。

18


	JSHI_vol28_A4冊子表紙_最終
	JSHI_vol28_A4冊子表2-P01-目次-巻頭特集_最終
	JSHI_vol28_A4冊子02P-P03-巻頭特集2_最終
	JSHI_vol28_A4冊子04P-P05-巻頭特集-3_最終
	JSHI_vol28_A4冊子06P-P07-女子部コラム-広告_最終
	JSHI_vol28_A4冊子08P-P09-マーケティング講座_最終
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